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昨
年
１０
月
か
ら
内
視
鏡
検
査
室
が

１
部
屋
か
ら
３
部
屋
に
増
え
ま
し

た
。

さ
ら
に
、

当
院
初
の
内
視
鏡
技

師
の
認
定
賀
格
を
持

っ
た
看
護
師
１

名
と
検
査
補
助
者
２
名
を
採
用
し
内

視
鏡
室
専
任
と
し
ま
し
た
。

１
３
部
屋
に
増
え
ま
し
た

，
専
門
ス
タ
ツ
フ
を
配
置

ュ
待
ち
時
間
を
短
縮

“
新
し
い
機
器
を
導
入

今
ま
で
は
検
査
が
終
わ
っ
て
か
ら

次
の
忠
者
様
が
検
査
室
に
入
室
す
る

ま
で
の
準
備
に
２０
分
程
度
掛
か
っ
て

い
ま
し
た
。

ス
タ

ツ
フ
を
増
員
し
、

３
部
屋
体
制
に
な
り
ま
す
と
、

ひ
と

つ
の
部
屋
で
検
査
を
行
っ
て
い
る
間

に
別
の
検
査
室

の
準
備
を
行

い
ま

す
。

検
査
が
終
わ
れ
ば
準
備
が
整

っ

た
別
の
検
査
室
で
検
査
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

準
備
と
検
査
を
交
互
に
行

ぅ
こ
と
で
２０
分
の

「準
備
待
ち
」
を

な
く
し
て
患
者
様

の
検
査
ま
で
の

待
ち
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、

内
視
鏡
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ

シ
ス
テ
ム
ー
台

（オ
リ
ン
パ
ス
社
製

Ｅ
Ｖ
ｉ
Ｓ

Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｖ

ｌ
２
９
０
）
と
上
部
内
視

鏡
ス
コ
ー
プ
ー
本

（オ
リ
ン
パ
ス
社

製
Ｇ
Ｉ
Ｆ

‐
Ｈ
２
９
０
）、
下
部
内
視

鏡
ス
コ
ー
プ
ー
本

（オ
リ
ン
パ
ス
社

製
Ｃ
Ｆ
Ｑ
２
６
０
Ａ
Ｉ
）
を
追
加
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
ビ
デ
オ
ス
コ
ー

プ
シ
ス
テ
ム
２
台
、

上
部
内
視
鏡
ス

コ
ー
プ
２
本
、

下
部
内
視
鏡
ス
コ
ー

プ
２
本
、

経
鼻
内
視
鏡
１
本
に
な
り

機
器
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

設
備
、

ス
タ
ッ
フ
、

機
器
を
整
え
、

ま
す
ま
す
安
心

・
安
全
な
検
査
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
院
で
は
岡
咲

医
師

（日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
指

導
医

・
専
門
医
＝
顔
写
真
）
を
中
心

に
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

気
に

な
る
症
状
が

否
ざ

い
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日本消化器内視鏡学会の認定資格。内視鏡

検査の治療と介助 (検査の前処置やスコー

プの沈浄及び消毒、機器管理)を 安全に行

うための訓練を積んでいます。資格取得に

は専門医のもとで 2年以上の指導を受けな

ければなりません。

内視範技師の原看護師(中)と検査補助者


